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もんじゅREPORT「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる 

「獅子」をイメージしたもの

燃
料
体
取
出
し
作
業 

第
４
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
向
け
て

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃
止
措
置
に
お
い
て
は
、

原
子
炉
か
ら
燃
料
池
へ
の
燃
料
体
取
出
し
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
７
月
に
第
３
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
終
了
し
、
原
子
炉
容
器
や
炉
外
燃
料
貯
蔵

槽
に
保
管
さ
れ
て
い
た
燃
料
体
５
３
０
体
の

う
ち
、
４
０
６
体
に
つ
い
て
燃
料
池
へ
の
移

送
を
完
了
し
ま
し
た
。

現
在
、
第
４
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
向
け
、
設

備
点
検
を
進
め
て
い
ま
す
。

最
終
と
な
る
第
４
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
２

０
２
２
年
４
月
に
開
始
し
、
同
12
月
ま
で
に

終
了
す
る
計
画
で
あ
り
、
残
り
１
２
４
体
全

て
を
燃
料
池
へ
移
送
し
、
す
べ
て
の
燃
料
体

取
出
し
作
業
が
完
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

第
４
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
放
射

性
廃
棄
物
の
発
生
を
低
減
す
る
観
点
か
ら
、

こ
れ
ま
で
燃
料
体
を
取
り
出
し
た
後
に
挿
入

し
て
い
た
模
擬
燃
料
体
を
装
荷
し
な
い
計
画

で
す
。

も
ん
じ
ゅ
の
燃
料
体
は
、
六
角
形
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
立
し
、
六
面
に
お
い
て
燃
料
体

が
隣
り
合
う
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
模
擬

燃
料
体
を
入
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
三
面
で

隣
り
合
う
状
態
と
な
り
ま
す
（
図
１
）
が
、

万
一
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
で
あ
っ

て
も
炉
心
体
系
が
安
全
に
維
持
で
き
る
こ
と

を
予
め
確
認
し
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
審

査
を
受
け
、
承
認
を
得
て
い
ま
す
。

中
性
子
遮
へ
い
体
等
の
取
出
し
、 

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
抜
き
取
り
等

す
べ
て
の
燃
料
体
取
出
し
作
業
が
完
了
す

る
と
、
原
子
炉
容
器
に
は
、
中
性
子
遮
へ
い

体
や
、
制
御
棒
、
模
擬
燃
料
体
等
が
残
り
ま

す
。
今
後
の
原
子
炉
容
器
の
解
体
を
安
全
に

進
め
て
い
く
た
め
、
ま
ず
は
中
性
子
遮
へ
い

体
等
を
原
子
炉
容
器
か
ら
取
り
出
す
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
中
性
子
遮
へ
い

体
等
は
ウ
ラ
ン
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
等
は
ほ
と

ん
ど
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
万
一
破
損
し
た
と

し
て
も
周
辺
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
設
備
に
つ
い
て
も
解

体
に
向
け
た
検
討
、
準
備
を
進
め
て
い
ま図１　燃料体取出し時点の炉心の状態

廃止措置の計画的な推進
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「もんじゅ」の廃止措置においては、ナトリ
ウムに関わる多岐にわたる諸作業について、安
全を確保し、リスクを低減しながら、確実に進
めていく観点から、作業の実施方法や実施手順
等の組み合わせを最適化する必要があります。
そこで、もんじゅの現場の設備、機器、配管
等について、3次元レーザースキャナーによっ
て点群（点の集まり）データを測定し、空間に
ある実物情報を仮想空間に忠実に再現する“デ
ジタルツイン”の活用の検討を進めています。
デジタルツインの導入により、机上での図面
等による検討や現場での実際の作業の試行を行
うのに比べ、より低リスク・低コストで効率的
な検討が可能となり、そうした環境の実現に向

けた開発に取り組んでいます。
また、将来的に、建設業界で既に導入されて
いる3次元モデルを用いた建設生産・管理シス
テムを「もんじゅ」の廃止措置に導入し、「も
んじゅ」廃止措置の更なる効率化・高精度化を
目指すことが可能となります。

す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
機
器
を
解
体
す
る
た
め
に

は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
系
統
か
ら
抜
き
取
り
、

機
器
に
付
着
し
て
い
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
洗
浄

や
処
理
等
の
作
業
ス
テ
ッ
プ
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

２
次
系
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
２

０
１
８
年
12
月
に
タ
ン
ク
へ
抜
き
取
り
、
安

定
し
た
固
体
状
態
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

１
次
系
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、配

管
内
か
ら
抜
き
取
る
と
、原
子
炉
容
器
の
液

位
が
下
が
る
こ
と
か
ら
、設
計
・
操
作
両
面
か

ら
液
位
低
下
に
よ
る
機
器
の
動
作
等
へ
の
影

響
を
考
慮
し
安
全
に
作
業
を
進
め
ら
れ
る
よ

う
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、搬
出
に
あ
た
り
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
火
災
等
の
リ
ス
ク
低
減
に
向
け

た
設
備
の
設
置
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
、
燃
料
体
取
出
し
作
業
以

降
、
①
中
性
子
遮
へ
い
体
等
の
取
出
し
、
②

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
抜
取
り
等
の
作
業
を
進
め
て

い
く
計
画
に
つ
い
て
調
査
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

安
全
最
優
先
の
廃
止
措
置
の
推
進

こ
れ
ら
の
取
組
を
含
め
、
廃
止
措
置
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
一
元
的
に
管
理
し
て
い
く
上
で

基
本
と
な
る
廃
止
措
置
計
画
の
全
体
像
、
そ

れ
ぞ
れ
の
段
階
で
実
施
す
べ
き
作
業
範
囲
や

実
施
事
項
、
手
順
等
に
つ
い
て
、
そ
の
技
術

的
課
題
や
具
体
化
に
係
る
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

検
討
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制

委
員
会
等
の
関
係
機
関
を
は
じ
め
、
地
域
の

皆
さ
ま
へ
適
宜
ご
説
明
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
安
全
を
最
優
先
に
、
計
画
的
に

廃
止
措
置
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

もんじゅ廃止措置における
DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進

「もんじゅ」では、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を推進し、データやデジ
タル技術の活用により、様々な業務プロセス等を変革させていく取組を進めています。

「もんじゅ」デジタルツイン （イメージ）
3次元レーザスキャナーによる点群データ
測定の作業風景

レーザスキャナー

DX（デジタルトランスフォーメーション）とは
2018年12月に経済産業省が公表した「デジタルトランス
フォーメーションを推進するためのガイドライン」においては、
以下のように定義づけられています。
「企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジ
タル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサー
ビス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、
組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、競争上の優位性
を確立すること。」
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「ふげん」のロゴマーク
慈悲の象徴の普賢菩薩が乗って居られる

「象」をイメージしたもの
ふげんREPORT

ス
対
象
物
の
除
染
作
業
の
処
理
能
力
を
向
上
す
る

た
め
、
複
雑
形
状
対
象
物
用
除
染
装
置
を
導
入

し
、
２
０
２
１
年
10
月
末
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
異
形
の
切
断
材
、
角
材
、
配
管
な
ど

を
作
業
員
が
一
つ
一
つ
手
作
業
で
除
染
し
て
い
ま

し
た
が
、
複
雑
な
形
状
の
解
体
金
属
類
を
一
定
の

単
位
で
ま
と
め
、
自
動
で
効
率
的
に
除
染
す
る
こ

と
が
で
き
る
装
置
で
す
。

本
装
置
に
よ
り
、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
対
象
物
の
除

染
作
業
の
効
率
化
・
迅
速
化
、
作
業
員
の
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

＊�クリアランス制度とは、原子力発電所の運転や廃止措置に伴って発生する放射性廃棄物のうち、放射性物質の放射能濃度が低く、人体へ
の影響がほとんどないものについて、国の認可・確認を得て、一般の産業廃棄物として再利用又は処分できる制度です。

「ふげん」の廃止措置においては、約36万トンの解体撤去物が発生する計画です。
これらのうち、約31万トンは汚染のない一般の産業廃棄物となり、残り5万トンのうち約4万トンにつ

いては、国のクリアランス制度（＊）に基づき放射性物質を取り除く除染作業により一般の有用資源又は産
業廃棄物等として扱うことが可能となり、低レベル放射性廃棄物として扱う必要があるのは約1万トンと
見込まれています。
解体撤去物を分別し、分類に応じて計画的に処理して管理することは、廃止措置を安全、計画的に進め
ていく上で重要な取組です。

複
雑
形
状
対
象
物
用
除
染
装
置
の
導
入

「
ふ
げ
ん
」
に
お
い
て
は
、
２
０
１
８
年
度
に
、

原
子
力
規
制
委
員
会
か
ら
、
解
体
撤
去
物
に
関
す

る
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
測
定
及
び
評
価
方
法
に
つ
い
て

認
可
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
約
３
０
０
ト
ン
の
解
体
撤
去
物
に

つ
い
て
、
認
可
さ
れ
た
方
法
に
よ
り
測
定
及
び
評

価
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
結
果
に
つ
い
て
も
、
再
度

原
子
力
規
制
委
員
会
の
確
認
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
の
対
象
物
は
、
国
の

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
に
基
づ
き
、
放
射
性
物
質
の

放
射
能
濃
度
（
＊
）
が
低
く
、
人
体
へ
の
影
響
が
ほ

と
ん
ど
な
い
も
の
で
す
。

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
の
対
象
物
に
つ
い
て
は
、
ク
リ

ア
ラ
ン
ス
制
度
が
社
会
に
定
着
す
る
ま
で
の
当
面

の
期
間
は
、
原
子
力
事
業
者
が
再
利
用
す
る
、
理

解
促
進
の
た
め
の
展
示
物
と
す
る
と
い
っ
た
用
途

に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
現
在
「
ふ
げ
ん
」
の
施
設

内
に
保
管
し
て
い
る
対
象
物
を
今
後
ど
の
よ
う
に

再
利
用
等
し
て
い
く
か
の
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
取
組
は
、
福
井
県
が
推
進
し
て
い

る
嶺
南
Ｅ
コ
ー
ス
ト
計
画
に
も
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
「
ふ
げ
ん
」
に
お
い
て
は
、
ク
リ
ア
ラ
ン

＊�

１
年
間
に
自
然
界
か
ら
受
け
る
平
均
約
２
．４
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
よ
り
低
い
０
．０
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
の

放
射
能
濃
度
基
準
値
で
管
理
し
て
い
ま
す
。

複雑形状対象物用除染装置の主な仕様
装置装置 項  目項  目 仕　様仕　様

除染
装置

処理能力 2.0トン/日
（最大100㎏/バッチ）

除染性能
1バッチが15分以内で対
象物の表面が均一に除染

（梨地状）可能

対象物
形状

複雑形状、平板、棒状、  
円弧板（鏡板等）

廃棄物の処理に向けた取組

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
に
よ
る
有
用
資
源
の

再
利
用
に
向
け
た
取
組
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セ
メ
ン
ト
混
練
固
化
装
置

の
設
置
に
向
け
て

廃
止
措
置
計
画
の
変
更
認
可
申
請

「
ふ
げ
ん
」
の
運
転
や
廃
止
措
置
に
よ
っ
て
発
生
す

る
放
射
性
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
な
処
分
場
へ

の
搬
出
に
向
け
、
放
射
性
廃
棄
物
の
性
状
に
よ
り
分
別

し
、
処
分
す
る
上
で
適
切
な
廃
棄
体
と
し
て
安
全
に
処

理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

廃
棄
物
処
理
に
必
要
と
な
る
設
備
に
つ
い
て
は
、
廃

止
措
置
作
業
の
進
捗
に
よ
り
確
保
し
た
、
機
器
解
体
後

の
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
に
活
用
し
、
計
画
的
に
設
置
し
て

い
き
ま
す
。

２
０
２
１
年
９
月
に
、
放
射
性
廃
棄
物
の
固
化
材
と

し
て
、
入
手
が
容
易
で
経
済
性
に
優
れ
、
十
分
な
強
度

と
長
期
に
わ
た
る
安
定
性
が
高
い
セ
メ
ン
ト
を
用
い
た

固
化
装
置
（
セ
メ
ン
ト
混
練
固
化
装
置
）
を
設
置
す
る

廃
止
措
置
計
画
の
変
更
認
可
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に

申
請
し
、
設
置
に
向
け
た
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

原
子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
を
安
全
か
つ
円
滑
に
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
適
宜
発
生
す
る
解
体
撤
去
物
等

に
つ
い
て
、
専
用
設
備
の
設
置
や
作
業
環
境
の
整
備
に

よ
り
、
計
画
的
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
、
廃
止
措
置

計
画
全
体
を
見
通
し
、
こ
れ
ら
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
後
も
、
廃
止
措
置
に
お
け
る
課
題
の
解
決
に
一
つ

一
つ
確
実
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
安
全
を
第
一
に
、
計

画
的
に
廃
止
措
置
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

図　セメント混練固化装置

正面から

安全カバー安全カバー

集塵機集塵機

対象物投入口
（バケットローダ）
対象物投入口
（バケットローダ）

ドラム（φ700×807L）ドラム（φ700×807L）

幅：約1,200㎜奥行：約4,000㎜

高さ：約2,500㎜

複雑形状対象物用除染装置（除染）前処理（切断）

入り組んだ解体材や処理が困難な配管サポート、小口径の配管を縦割りにした半円形
形状のものなどを円滑に除染するための自動除染装置

必要に応じて、除染の前処理として除染対象物を
単純形状に加工する切断装置
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つ る ほ ん だ よ り

原
子
力
機
構
で
は
、
大
学
や
高
等
専
門

学
校
の
学
生
に
原
子
力
分
野
の
講
義
や
実

習
を
通
じ
て
新
型
炉
研
究
開
発
や
プ
ラ
ン

ト
廃
止
措
置
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
積
極
的
に
学
生
実
習
を
受
入
れ
て

い
ま
す
。

９
月
６
日
～
８
日
に
は
、
福
井
工
業
大

学
の
学
生
３
名
を
夏
期
実
習
と
し
て
受
入

れ
ま
し
た
。
実
習
で
は
、
原
子
力
機
構
の

ナ
ト
リ
ウ
ム
取
扱
研
修
施
設
で
の
ナ
ト
リ

ウ
ム
消
火
訓
練
（
写
真
①
）
や
、「
も
ん
じ
ゅ
」

用
の
大
型
バ
ル
ブ
や
ポ
ン
プ
の
分
解
組
立

等
を
通
じ
て
、
設
備
の
保
守
・
管
理
に
つ

い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
「
ふ

げ
ん
」
の
廃
止
措
置
計
画
の
概
要
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
ス
マ
デ
コ
で
は
、「
ふ
げ
ん
」

の
廃
止
措
置
現
場
を
実
物
大
３
次
元
で
仮

想
体
験
で
き
る
複
合
現
実
感
（
Ｍ
Ｒ
）
シ

ス
テ
ム
を
用
い
た
現
場
体
験
（
写
真
②
）
も

行
い
ま
し
た
。

今
後
も
学
生
実
習
を
通
じ
て
、
原
子
力

分
野
の
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

ス
マ
デ
コ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
廃
止
措

置
工
事
に
参
入
す
る
地
域
企
業
の
技
術
力

向
上
を
支
援
す
る
取
組
み
を
紹
介
し
、
中

で
も
、
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
で
作
業
手
順
等

を
検
討
す
る
た
め
の
複
合
現
実
感
（
Ｍ
Ｒ
）

シ
ス
テ
ム
は
好
評
で
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
通
し
て
、

地
域
企
業
の
ご
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

10
月
21
日
～
22
日
、
福
井
県
産
業
会
館

に
て
開
催
さ
れ
た
「
北
陸
技
術
交
流
テ
ク

ノ
フ
ェ
ア
２
０
２
１
」
に
出
展
し
ま
し
た
。

原
子
力
機
構
の
技
術
や
特
許
等
を
活
か
し

て
地
域
企
業
と
共
同
開
発
し
た
製
品
や
、

地
域
企
業
の
廃
止
措
置
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
参

入
を
支
援
す
る
施
設
「
ふ
く
い
ス
マ
ー
ト

で
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ニ
ン
グ
技
術
実
証
拠
点

（
ス
マ
デ
コ
）」
を
紹
介
し
た
ブ
ー
ス
に
は
、

約
３
０
０
名
の
地

域
企
業
や
学
生
の

皆
様
が
訪
れ
盛
況

で
し
た
。

地
域
企
業
と
共

同
開
発
し
た
製
品

を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
レ
ー

ザ
ー
照
射
技
術
を

応
用
し
て
べ
っ
甲

柄
に
着
色
し
た
メ

ガ
ネ
フ
レ
ー
ム
、

放
射
線
照
射
技
術

を
活
用
し
た
乾
燥

苔
「
ふ
り
こ
け

サ
ッ
サ
」
等
を
紹

介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
原
子
力

機
構
の
取
り
組
み

の
ひ
と
つ
で
あ
る

原
子
炉
等
の
廃
止
措
置
等
の
課
題
に
地
域

企
業
の
技
術
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る

「
技
術
課
題
解
決
促
進
事
業
」
で
開
発
し

た
製
品
と
し
て
、
全
面
マ
ス
ク
の
専
用
遮

光
パ
ー
ツ
、
放
射
線
検
出
器
等
を
搭
載
し

て
人
の
入
域
・
測
定
が
困
難
な
場
所
で
調

査
可
能
な
シ
ス
テ
ム
化
を
目
指
し
て
い
る

多
脚
（
ク
モ
型
）
ロ
ボ
ッ
ト
等
を
紹
介
し

ま
し
た
。

教育支援

技術発信

つるそうけんNEWS （「つるそうけん」とは、
敦賀総合研究開発センターの略称です。）

「「��

北
陸
技
術
交
流
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア

北
陸
技
術
交
流
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア

２
０
２
１
」へ
出
展

２
０
２
１
」へ
出
展

福
井
工
業
大
学

福
井
工
業
大
学

夏
期
実
習
生
を
受
入
れ

夏
期
実
習
生
を
受
入
れ

①機構の技術や特許等を活かして企業と共同開発した製品の展示　②商品化さ
れた「ふりこけサッサ」を来場者に説明　③悪路や高線量区域で移動できるロボッ
トに関心を寄せる来場者　④ふげんの現場を体験できる複合現実感システム（MR :  
Mixed Reality）を来場者が体感

写真②　 スマデコ施設における
複合現実感（MR）シ
ステムの体験

写真①　 ナトリウム取扱研修施設における 
ナトリウム消火訓練

●①

●③

●②

●④
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つ る ほ ん だ よ り

●
国
道
番
号
の
標
識
の
愛
称
を「
お
に
ぎ

り
」と
呼
ぶ
の
は
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

お
も
し
ろ
い
！�

う
ま
い
こ
と
言
う
！

�
 

（
敦
賀
市
・
男
性
）

●
水
島
清
掃
す
ば
ら
し
い
で
す
。

�
 

（
敦
賀
市
・
男
性
）

●
研
究
炉
調
査
内
容
を
詳
し
く
わ
か
り
や

す
く
紹
介
し
て
ほ
し
い
で
す
。

�
 

（
敦
賀
市
・
男
性
）

●
む
ず
か
し
い
原
子
力
の
話
が
わ
か
り
や

す
く
書
か
れ
て
い
る
の
で
よ
か
っ
た
で

す
。�

（
越
前
市
・
女
性
）

●
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
搬
出
に
向
け
て
計
画
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、〝
検
討
〟と

い
う
中
で
、今
後
を
し
っ
か
り
見
守
り

た
い
。
試
験
研
究
炉
は
明
る
い
話
題
で

〝
ホ
ッ
〟と
し
ま
す
。�

（
大
野
市
・
女
性
）

　
本
誌
に
添
付
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協

力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
ご
意
見
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。 ご

意

見

箱

委
員
会
で
は
、
原
子
力
機
構
、
京
都
大

学
、
福
井
大
学
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
次
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

原
子
力
機
構

新
た
な
試
験
研
究
炉
の
概
念
設
計
の

基
本
方
針
に
つ
い
て

原
子
力
機
構
の
試
験
研
究
炉
Ｊ
Ｒ
Ｒ

－

３（
注
１
）
並
み
の
性
能
を
検
討
し
て
い
る
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
原
子
炉
の

運
転
管
理
に
必
要
な
人
員
数
と
し
て
、
80

～
90
人
と
の
試
算
結
果
も
示
し
ま
し
た
。

京
都
大
学

新
た
な
試
験
研
究
炉
の
利
用
運
営
の

在
り
方
に
つ
い
て

中
性
子
ビ
ー
ム（
注
２
）
利
用
を
主
目
的
と

し
て
い
か
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
る
か
、
い

か
に
研
究
者
が
集
ま
る
魅
力
的
な
施
設
に

す
る
か
が
重
要
で
あ
る
と
の
提
言
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
幅
広

い
多
様
な
専
門
家
の
協
力
が
得
ら
れ
る
体

制
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、
京
都
大
学
に

新
型
研
究
炉
利
用
・
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

福
井
大
学

地
元
関
係
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て

試
験
研
究
炉
セ
ミ
ナ
ー
（
福
井
大
学
学

内
教
育
）、
新
た
な
試
験
研
究
炉
が
も
た

ら
す
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の

勉
強
会
（
日
本
原
子
力
学
会
若
手
連
絡
会　

共
催
福
井
県
）、
福
井
県
に
よ
る
県
内
70

企
業
へ
の
ニ
ー
ズ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
報
告
に
対
し
て
、
委
員
か
ら

「
福
井
大
学
の
学
内
教
育
は
、
一
般
に
も

公
開
し
て
欲
し
い
」「
中
性
子
利
用
が
で

き
る
よ
う
に
人
材
育
成
を
し
て
欲
し
い
」

「
原
子
力
立
地
地
域
と
し
て
、
産
業
利
用

及
び
そ
の
利
用
の
た
め
に
多
く
の
研
究
者

が
地
域
を
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
が
地
域
振

興
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
原
子
力
産
業

の
み
な
ら
ず
、
付
加
価
値
を
生
む
よ
う
な

産
業
が
試
験
研
究
炉
の
周
辺
に
立
地
し
て

い
く
よ
う
に
し
て
欲
し
い
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

原
子
力
機
構
は
、
新
た
な
試
験
研
究
炉

の
概
念
設
計
及
び
運
営
の
在
り
方
検
討

に
、
引
き
続
き
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

ご
意
見
は
内
部
で
共
有
す
る
と
と
も
に
︑
今

後
の
業
務
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 

敦
賀
事
業
本
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
７
７
０
（
23
）
３
０
２
１

「
も
ん
じ
ゅ
」
敷
地
内
に
設
置
す
る

「
も
ん
じ
ゅ
」
敷
地
内
に
設
置
す
る��

新
た
な
試
験
研
究
炉
に
つ
い
て

新
た
な
試
験
研
究
炉
に
つ
い
て

〜
第
２
回
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
委
員
会
の
開
催
〜

〜
第
２
回
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
委
員
会
の
開
催
〜

（
注
１
）�

原
子
力
機
構
原
子
力
科
学
研
究
所
（
茨
城
県

東
海
村
）
に
所
在
す
る
中
性
子
利
用
の
先
端

的
か
つ
汎
用
性
を
持
つ
施
設
で
、
原
子
力
機

構
の
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
原
子
力
機
構
の

「
施
設
供
用
制
度
」
の
も
と
で
広
く
研
究
課
題

を
募
集
し
、
産
業
利
用
、
人
材
育
成
等
、
外

部
の
多
く
の
方
々
が
利
用

（
注
２
）�

中
性
子
ビ
ー
ム
…
原
子
炉
か
ら
取
り
出
さ
れ

る
中
性
子
の
流
れ

詳
細
は
、
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

https://w
w
w
.jaea.go.jp/new

s/
new
sbox/2021/102201/s01.pdf

原
子
力
機
構
は
、「
も
ん
じ
ゅ
」
敷
地
内
に
設
置
す
る
新
た
な
試
験
研
究
炉
の
概
念

設
計
及
び
運
営
の
在
り
方
検
討
に
、
京
都
大
学
、
福
井
大
学
と
共
に
中
核
的
機
関

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
10
月
22
日
、
地
元
関
係
機
関
、
学
術

界
等
の
委
員
で
構
成
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
委
員
会
の
第
2
回
会
合
を
敦
賀
市
内

の
福
井
大
学
附
属
国
際
原
子
力
工
学
研
究
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

試験研究炉試験研究炉
トピックストピックス
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発
行
所 

■ 

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 
敦
賀
事
業
本
部
＝
〒
９
１
４

−

８
５
８
５ 

敦
賀
市
木
崎
65
号
20
番
地

☎
０
７
７
０
（
23
）
３
０
２
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w

.jaea.go.jp  （
２
０
２
１
年
12
月
発
行
）

つ
る
が
の
四
季

つ
る
が
の
四
季
─

№ 132

敦賀美浜敦賀美浜敦賀美浜

⃝

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

気
比
史
学
会
（
会
長
・
糀
谷
氏
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
９
０
（
１
６
３
４
）１
２
２
６

尊
王
攘
夷
の
志
を
胸
に 

京
都
へ
向
か
う
道
中
で
の
悲
劇

水
戸
天
狗
党
は
、
動
乱
の
幕
末
期
に
尊
王

攘
夷
を
掲
げ
て
決
起
し
た
水
戸
藩
の
改
革
派

で
す
。
朝
廷
に
志
を
訴
え
る
た
め
、
京
都
に

向
か
う
道
中
、
敦
賀
の
地
で
悲
劇
的
な
最
期

を
遂
げ
ま
し
た
。
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天
を
衝つ

け
」
の
中
で

も
描
か
れ
、
強
烈
な
印
象
を
残
し
ま
し
た
。

幕
末
の
水
戸
藩
で
は
、
改
革
派
と
反
改
革

派
の
対
立
が
次
第
に
激
化
。
元
治
元
（
１
８

６
４
）
年
３
月
に
結
成
さ
れ
た
天
狗
党
は
、

そ
の
後
11
月
１
日
に
家
老
の
武
田
耕こ

う

雲う
ん

斎さ
い

を

首
領
と
し
て
、
朝
廷
に
志
を
伝
え
る
べ
く
一

橋
慶よ

し

喜の
ぶ

（
水
戸
藩
９
代
藩
主�

斉な
り

昭あ
き

の
子
で
後
の

15
代
将
軍
徳
川
慶
喜
）
を
頼
っ
て
京
都
へ
向

か
っ
て
西
進
を
開
始
し
ま
す
。

し
か
し
、
皮
肉
な
こ
と
に
幕
府
に
よ
る
天

狗
党
追
討
軍
の
総
大
将
は
、
そ
の
一
橋
慶
喜

で
し
た
。
当
時
の
慶
喜
は
京
都
御
所
を
警
護

す
る
役
職
に
あ
り
、
立
場
上
、
天
狗
党
を
討

た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
す
。
天
狗
党
は

敦
賀
の
新
保
で
12
月
17
日
や
む
な
く
降
伏
。

初
め
は
加
賀
藩
に
よ
っ
て
３
ヶ
寺
に
預
け
ら

れ
、
丁
重
な
扱
い
を
受
け
ま
す
が
、
幕
府
に

引
き
渡
さ
れ
た
後
は
一
転
し
て
罪
人
扱
い

に
。
主
に
鯡に

し
ん

な
ど
を
貯
蔵
す
る
荷
蔵
に
収
監

さ
れ
、
非
人
道
的
な
扱
い
を
受
け
ま
す
。
そ

の
後
、
武
田
耕
雲
斎
ら
３
５
３
名
が
斬
罪
と

な
り
、
翌
元
治
２
年
２
月
に
松
原
の
来
迎
寺

野
で
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
敦
賀
市
の 

有
形
文
化
財
に
指
定

天
狗
党
の
浪
士
が
幽
閉
さ
れ
て
い
た
16
棟

の
鯡
蔵
は
北
前
船
に
よ
っ
て
敦
賀
に
運
ば
れ

た
鯡
肥
料
な
ど
の
貯
蔵
庫
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
も
の
で
、
現
在
の
蓬ほ

う

莱ら
い

町ち
ょ
うに
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
、
敦
賀
港
修
築
に

伴
い
取
り
壊
す
計
画
で
し
た
が
、
保
存
を
望

む
市
民
の
声
を
受
け
、
１
棟
が
「
水
戸
烈
士

記
念
館
」
と
し
て
松
原
神
社
に
移
築
さ
れ
ま

し
た（
ま
た
１
棟
は
水
戸
市
の
回
天
神
社
に
移
築
）。

旧
鯡
蔵
は
、
江
戸
時
代
の
敦
賀
港
繁
栄
を

物
語
る
今
に
残
る
唯
一
の
倉
庫
で
あ
り
、
ま

た
天
狗
党
の
史
実
を
伝
え
る
貴
重
な
建
物
と

し
て
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
11
月
に
敦

賀
市
の
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
の
指
定
を

受
け
ま
し
た
。

史
跡
を
保
存
、 

有
効
活
用
す
る
活
動
も

敦
賀
で
は
天
狗
党
を
慰
霊
し
、
悲
運
の
歴

史
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
活
動
も
行
わ

れ
て
き
ま
し

た
。
市
民
有

志
に
よ
る
敦

賀
水
戸
烈
士

遺
徳
顕
彰
会

は
、
史
跡
の

清
掃
奉
仕
や

松
原
神
社
で

毎
年
例
大
祭

を
挙
行
。
こ

の
よ
う
な
顕

彰
活
動
を
今
も
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
の
は

敦
賀
だ
け
で
あ
り
、
悲
運
の
先
人
に
温
か
い

ま
な
ざ
し
を
向
け
る
敦
賀
人
の
情
の
厚
さ
が

伺
え
ま
す
。

ま
た
、
天
狗
党
関
連
の
史
跡
を
保
存
・
有

効
活
用
す
る
た
め
、
敦
賀
市
は
「
史
跡
武
田

耕
雲
斎
等
墓
保
存
整
備
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
、
松
島
広
場
の
史
跡
公
園
化
な
ど
の
整
備

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
委
員
会
の

委
員
長
で
、
敦
賀
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
長
も
務
め
る
糀
谷
好
晃
さ
ん
は
「
文
化
財

は
国
民
共
有
の
財
産
。
史
跡
の
本
質
的
価
値

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
大
事
。
北
陸
新
幹

線
敦
賀
開
業
を
前
に
し
て
、
見
学
者
を
受
け

入
れ
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
な
ど
を
先
行
さ
せ
、

ま
た
中
・
長
期
的
な
視
点
も
見
据
え
て
逐
次

整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

地
域
社
会
に
溶
け
込
ん
だ
今
後
の
活
動
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

敦賀には武田耕雲斎をはじめとする水戸烈士の
墓が残されており、昭和 9 年に国の史跡に指定
されています。

敦
賀
で
最
期

敦
賀
で
最
期

を
遂
げ
た

を
遂
げ
た

「
水
戸
天
狗
党
」

「
水
戸
天
狗
党
」

上 ／「水戸正士浜荷蔵へ入図」に描かれた
当時の鯡蔵（天狗党騒動図より ─敦賀市
立博物館提供）。

下 ／「水戸烈士記念館（旧鯡蔵）」は現在、解
体工事中。調査によって往時への復元を
目指し、「史跡武田耕雲斎等墓」のある松
島広場へ移築される予定。

松原神社は明治 8（1875）年に武田耕
雲斎ら411柱の烈士を祀るために創建。
大正4（1915）年、現在地に社殿を移転
し、建造物が竣工。毎年 10 月10日に
例大祭が行われています。
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